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やどりき水源林・森の案内人（定例）観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内します。

やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ミツマタ観察イベント 開催される＞ 

3/16（土）森の案内人の特別企画；やどりきの森へ行こう！「群生するミツマタの開花を観察」
が開催されました。心配された天気にも恵まれ、37名もの多くの方の参加がありました。 
 水源林の役割や生息する動植物など、森の案内人の説明や、見ごたえのあるミツマタの群生と
自然豊かな水源林のすばらしさに満足していただけました。 

この木はなんだろう？ 
この場所が海底だった証拠の
枕状溶岩 

やどりき沢の水がみなさんの
家庭まで届いているかも‥‥ 

沢を渡って、対岸の斜面を登ればミ
ツマタ群生地までもう直ぐです！ 

満開のミツマタの美しさにカメラのシャ
ッター音が響きます 

成長の森について説明 小動物の食痕（スギの球果） 

マメヅタはシダの仲間なんです 

河原のコケに水をまくと、ほら！ 
花が開くように元気になったよ！ 
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＜５月の水源林＞ 

○５月から７月にかけて、やどりき水源林は 

各種のウツギが次々と花をつけていきます。 

  ヒメウツギ、マルバウツギ、バイカウツギ、 

ミツバウツギ、ニシキウツギ、ウツギなど 

１１種程が観察されます。 

○ジャケツイバラの美しい花は一見の価値ありです。 

 

 

 

ジュウガツザクラ；寄大橋のたも

とにあり、春と晩秋の２回開花します 

フサザクラ；サクラの仲間ではあり

ませんが、樹皮がサクラに似ています 

マメザクラ；フォッサマグナ要素植

物で、別名フジザクラとも言われます 

マルバコンロンソウ；名前も葉の

形ととてもかわいいですね 

ユリワサビ；名前の由来は冬に残る

茎がユリの球根に似ていることから

名前の由来 

キブシ；果実は粉にして黒色染料と

してお歯黒にも利用されたようです 

ヤマルリソウ；花びらの紫色のグ

ラデーションがとてもきれいです 

タチツボスミレ；水源林では多く

見られ、森が賑やかさで一杯です。 

フデリンドウ；落ち葉の中に青紫

のかわいい花をのぞかせています 

ダンコウバイ；春先にもっとも早

く花が咲き、黄色い花が目立ちまず。 

アブラチャン；昔、果実や樹皮から

油をとって灯火に利用されました。 

クロモジ；木の香がよく、つま楊枝

などに利用されています。 

ヒメウツギ ジャケツイバラ 

＜早春に水源林で見られる花たち＞ 


